
令和２～３年度 公共交通に関する主な取組①

★公共交通事業者に対し、感染症に係る支援金を交付
・市内に事業所がある 又は 市内で生活バス路線を運行する事業者
・登録台数によって10万円～30万円の支援金

事業者区分 令和２年度 令和３年度
事業者数 金額 事業者数 金額

路線バス 4事業者 1,100千円 4事業者 1,100千円
貸切バス 16事業者 3,200千円 16事業者 3,200千円
タクシー(法人) 4事業者 1,000千円 4事業者 900千円
タクシー(個人) 22事業者 2,200千円 22事業者 2,200千円
福祉タクシー 10事業者 1,200千円 10事業者 1,200千円
合計 56事業者 8,700千円 56事業者 8,600千円

感染症対策支援金の交付

感染症に係る運行継続緊急支援金の交付
★市内完結バス路線を運行する事業者対し、生活バス路線の運行継続に係る緊急支援として、
支援金を交付
・令和2年度 1事業者 30,000千円
・令和3年度 1事業者 30,000千円

※ R3タクシー(法人)で支援金額が減った事業者有り(登録台数の減によるもの)
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報告資料



令和２～３年度 公共交通に関する主な取組②

バス等利用支援事業（運転免許返納）

★運転免許証を自主返納された

65歳以上の市民に対し、

バス又はタクシーの助成券

(合計2万円分)を交付

交付年度 券種 交付冊数 交付人数 利用率 助成額

R2
ﾀｸｼｰ 417冊(76％)

272人
54％ 2,266千円

バス 127冊(24％) 69％ 875千円

R3
ﾀｸｼｰ 292冊(74％)

198人
14％ 406千円

バス 104冊(26％) 34％ 353千円
※ 利用率は、例年、使用期限(交付した年度の翌年度末)までに80～90％程度となる。
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【令和３年９月末現在】



令和２～３年度 公共交通に関する主な取組③

情報発信（広報、公共交通便り）
★公共交通に関心を持っていただき、利用促進につなげる
ため、市広報や公共交通便り(回覧板)による情報発信
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参 考 (公共交通関係)

さんぽまち・東部線の収支等 （令和元年9月30日までは路線再編前の北広島団地線）
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▲ 5,742千円 ▲ 7,545千円

▲ 11,362千円

▲ 15,857千円

▲ 24,163千円

▲ 16,186千円
▲ 17,208千円

▲ 22,175千円

▲ 26,140千円

▲ 34,151千円

▲ 40,801千円
▲ 45,000千円
▲ 40,000千円
▲ 35,000千円
▲ 30,000千円
▲ 25,000千円
▲ 20,000千円
▲ 15,000千円
▲ 10,000千円
▲ 5,000千円

0
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収支（各年度の赤字額）
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利用者数（各年度）



参 考 (公共交通関係)
さんぽまち・東部線に係る利用者数の推移（新型コロナウイルス感染症の宣言等の経過入り）
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さんぽまち・東部線の各月の中旬1日分の利用者数 平日1日 土曜1日 日曜1日

Ｒ元年１０月１日～

さんぽまち・東部線へ

路線再編
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※土日の利用者数、一部情報なし



参 考 (ボールパーク関係)
北海道ボールパーク・Ｆビレッジ
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★北海道ボールパークFビレッジでは、

令和５年（２０２３年）の新球場開業に合わせ、

フェーズ１として修景池周辺の「沢エリア」を

主に開発していきます。

★子どもたちが自由に思い切り遊ぶことができる空間で、屋内外の遊び場が整備されます。



参 考 (ボールパーク関係)
北海道ボールパーク・Ｆビレッジ スタジアムの整備状況
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★スタジアム全体の出来高は、令和３年10月末時点で51パーセントとなっています。

鉄骨ヤード上では、可動屋根の鉄骨組立が始まりました。11月末頃には、前方への１回目のス

ライド作業が行われる予定です。

ガラス壁の鉄骨建方工事も順調に進んでいます。



参 考 (ボールパーク関係)
北海道ボールパーク・Ｆビレッジへの来場者の交通分担率
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参 考 (ボールパーク関係)
北海道ボールパーク・Ｆビレッジの周辺道路整備計画
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★従来は、南北を直線で結ぶ道路(点線部分)でしたが、

令和3年11月中旬に、上記図のように道路(緑色の実線部分)が

切り替わります。(工事につき一部片側交互通行)

道路切替部分 （総合体育館の駐車場側から撮影 R3.11.8）



交通分科会での協議・検討内容について
鉄道輸送に関する事項

 JR北広島駅改修工事について
 乗客滞留スペース増強に向けたホームの延伸
 柵内コンコース拡幅に伴う、改札の移設及び増設

 北広島市自由通路（エルフィンパーク）側バリアフリー工事について
 エレベーター改札口の新設および現有施設の移設
 整備内容や工程等について協議中

 千歳線上野幌駅～北広島駅間新駅設置に向けた検討について
 駅舎の他、商業施設等三日月エリア内想定機能の洗い出しと整理
 調査設計、測量、地質調査等実施に向けた調整
 新駅計画に関する与条件の整理
バス輸送に関する事項

路線バス方式
JR北広島駅⇔Ｆビレッジ

 千歳相互観光バス、北海道バスによる幹事体制
 幹事2社を中心に参画バス事業者を今後決定
 JR北広島駅西口に乗降場整備予定
 非試合日も運行予定

JR新札幌駅⇔Ｆビレッジ
 ジェイ・アール北海道バス、北海道バスによる幹事体制
 幹事2社を中心に参画バス事業者を今後決定
 札幌市新札幌駅前広場に乗降場整備予定
 非試合日も運行予定

貸切バス方式
 貸切バス事業者20社との連携を検討中
 発着場選定を、貸切バス事業者と連携し決定予定

 福住方面、江別方面、清田方面からの運行を中心に想定
 運行ルートは道路関係者の意見を踏まえて決定
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参 考 (ボールパーク関係)
オール北海道ボールパーク連携協議会の交通分科会における協議・検討内容について



参 考 (ＪＲ北広島駅の西口関係)
駅西口周辺エリア活性化事業の個別事業計画の一部抜粋（JR北広島駅西口ロータリー）
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